
ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和７年１月15日（水）

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切

宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

多数のご応募ありがとう
ございました

「メンタルケア」11月号の
正解

今月のプレゼント
あとりえ北山
（いわき市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

豆乳入り焼きどーなつと
焼菓子のセット

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

クロスワード にチャレンジ！

メールでのご応募はこちら！

正解者の中から
抽選で3名に
プレゼントが当たる!

❷
❸
❹
❻
❽
10

くまのプーさんの大好物
サバ缶は味噌煮かコレか
「流行」「傾向」を英語で言うと
非常に大きいこと。○○生物。○○地震
ご飯をよそうのに使います
赤・白・青の縞模様が回るサインポールが目印

❶
❸
❺
❻
❼
❾
11
12
13
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

⇔父
ガムや歯磨き粉に。漢字で書くと「女無天」
写真撮影の掛け声にも使われる乳製品
卵の中の白身の中にあります
数の子はこの魚の卵
帆を使って水面を進む乗り物
旅先で泊まるところ
⇔大人
⇔患者
⇔派手
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なかなか触れることのない話題の里親制
度。中でも４つも種類があり、親族でも
里親に当たることを初めて知りました。最
近ドラマでも見ていたのでイメージがつき
やすく、勉強になりました。
（34才　会社員）

毎号楽しみにしています。しかも先日
プレゼントが当たり、どーなつと焼き
菓子のセットが届きました。ありがと
うございます。友人にもお裾分けして
美味しくいただきました。
（56才　地方公務員）

 10月号に寄せられた 読者のおたよりから 編 集 後 記 『オットーと呼ばれた男』でトム・ハンクス演
じるオットーは、ご機嫌斜めで嫌われ者？
の高齢者。ですが、ある日向かいに越して
きたマリソル家族との触れ合いが、やがて
オットーの人生までも変えてしまうお話です。
マリソルの“ほどよいおせっかい”は、大切
なものを思い出させてくれました。人との
触れ合いが希薄になっている現代、地域の
人と“ほどよい”関係性を築きたいですね。

地域共生課

河嶋 耕
かわしま  こう

県社協からのお知らせ県社協からのお知らせ 生活福祉資金貸付制度  ～教育支援資金のご案内～

お問い合わせ先
福島県社会福祉協議会　自立支援課 生活支援室　電話  024-523-1250
URL https://www.fukushimakenshakyo.or.jp/pages/195/

　「生活福祉資金貸付制度」は、所得の少ない世帯等に対して、資金の貸付と必要な相談支援を行うことによ
り、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的とするものです。「教育支援資金」は、生活福祉資
金貸付制度の中の一つで、高等学校や大学等への進学や就学のために必要な経費を貸付するものです。

資金種類

教育支援費

就学支度費

対象経費

修学に必要な経費
授業料、通学定期代、
賃貸アパート家賃等

入学に際し必要な経費
入学金、制服代、教科書購入費等

貸付限度額
①高等学校
　月額35,000円以内
②高等専門学校
　月額60,000円以内
③短期大学
　月額60,000円以内
④大学
　月額65,000円以内

500,000円以内

償還期間

据置期間
経過後
20年以内

据置期間

卒業後
６か月以内

貸付対象世帯 低所得世帯：世帯収入が生活扶助基準額の1.7倍以下（家族構成により基準額は異なります）

ご相談・申込先 各市町村の社会福祉協議会

学校教育法に規定する高等学校、高等専門学校、大学、専修学校への入学時に必要な入学金・制服
等の経費や、授業料・通学定期代等の修学経費を無利子で貸付けします。

教育支援資金
貸付内容
【資金の種類】

発
行
日
／
令
和
６
年
12
月
13
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

https://www.fukushim
akenshakyo.or.jp

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp

メ
ー
ル
U
R
L

発
行
・
企
画
編
集
　
社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

T
E
L（
0
2
4
）5
2
3‐1
2
5
1
㈹  

F
A
X（
0
2
4
）5
2
3‐4
4
7
7

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会

ホットな

福祉情報誌 あと る
くしま

は

目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。

「やってみんべ」の精神で、

毎日、色々なことに

トライしています！

（社会福祉法人心愛会 
障がい福祉サービス事業所「コパン」

・
会津若松市）

広域避難者支援モデル

『社協連携避難者支援センター』の取組特　集

[未来へつなごう“ふくしま”から]
子どもから高齢者まで、みんなが集まる拠点基地
～施設に入所してもご近所付き合いを大事にできる場所づくり～
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広域避難者支援モデル
『社協連携避難者支援センター』の取組

　
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
の
開
所
に
携

わ
っ
た
い
わ
き
市
社
協
の
篠
原
事
務
局
長

は「
市
内
で
複
数
の
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
支
援
し
て
い
る
状
況
を
改
善
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
実

際
に
い
わ
き
市
は
県
内
で
最
も
多
く
の
避

難
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、い
く
つ
も
の

社
協
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
復
興
公

営
住
宅
に
は
、避
難
元
市
町
村
が
異
な
る

方
た
ち
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、こ
れ
ま
で
の
各
社
協
単
独
で
進
め
る
支

援
で
は
、他
の
社
協
の
活
動
内
容
が
分
か

り
に
く
く
、情
報
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
支
援
す
る
側
の
組
織
や
関
係
者

を
横
断
的
に
つ
な
ぎ
、
情
報
を
共
有
で
き

る
枠
組
み
と
し
て
令
和
５
年
４
月
に
連
携

セ
ン
タ
ー
い
わ
き
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
現
在
、連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
の
は
、い
わ
き
市
、楢
葉
町
、

富
岡
町
、大
熊
町
、双
葉
町
、浪
江
町
の
6

社
協
7
名（
い
わ
き
市
社
協
の
み
2
名
）の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
。
い
わ
き
市

内
に
あ
る
16
の
復
興
公
営
住
宅
で
、そ
れ

ぞ
れ
が
担
当
す
る
復
興
公
営
住
宅
の
見
守

り
支
援
や
地
域
支
援
、交
流
拠
点
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
い
わ
き
市
社
協
の
高
萩
さ
ん
は「
復
興

公
営
住
宅
の
集
会
所
『
よ
ら
っ
せ
』
を
月

１
回
開
放
し
て
、住
民
の
居
場
所
・
交
流

の
き
っ
か
け
を
創
出
し
た
り
、住
民
の
声

を
拾
い
上
げ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」と
活
動
の
内
容
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
だ
よ
り
」

と
い
う
集
会
所
や
各
社
協
の
事
業
を
ま
と

め
た
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て

周
知
し
て
い
ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
の
八
木
橋
さ
ん
は「
き
っ

か
け
が
な
い
と
み
ん
な
集
ま
り
に
く
い
の

で
、集
会
所
の
開
放
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
、

と
住
民
の
方
か
ら
好
意
的
な
声
を
い
た
だ

け
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、生
活
支
援
相
談
員
や
民
生
委
員
と
の

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
の
開
所
か
ら
約

１
年
半
が
経
ち
、篠
原
事
務
局
長
は「
全
て

の
課
題
が
す
ぐ
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、連
携
強
化
や
活
動
の
浸
透

に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
」と
一
定
の
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で「
避
難
者
の

皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
の
状
況
は
違
い
ま

す
。
よ
っ
て
、支
援
に
正
解
は
な
い
の
で
、

自
分
た
ち
で
模
索
を
続
け
る
の
が
大
切
で

す
。
今
後
は
復
興
公
営
住
宅
の
住
民
と
地

域
の
人
々
が
お
互
い
に
行
き
来
で
き
る
よ

う
に
、皆
さ
ん
が
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ

う
な
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」と
目

標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　連
携
･
協
働

■
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
所
を

　開
放
し
て
住
民
の
交
流
の

　き
っ
か
け
に

■
地
域
と
復
興
公
営
住
宅
の
住
民
が

　行
き
来
で
き
る
関
係
を

In
terviewIn
terview

いわき市社協 事務局長

篠原 洋貴さん

いわき市社協 事務局長

篠原 洋貴さん
しのはら  ひろたかしのはら  ひろたか

避難者地域支援コーディネーター避難者地域支援コーディネーター
浪江町社協

八木橋 加奈子さん

浪江町社協

八木橋 加奈子さん
や　ぎ　はし　か　な　こや　ぎ　はし　か　な　こ

いわき市社協

高萩 佳子さん

いわき市社協

高萩 佳子さん
たかはぎ  よし  こたかはぎ  よし  こ

社
協
連
携
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
の
取
組

社
協
同
士
が
横
断
的
に
つ
な
が
り

復
興
公
営
住
宅
住
民
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
促
進

東日本大震災･原発事故から13年が経過し、避難生活が長期化する中で、避難者の抱える課題は、
高齢化、単身化など、ますます複雑化、多様化しています。

中でも復興公営住宅で暮らす方々の支援が急務となっています。
今回の特集では、令和5年度より活動を開始した社協連携避難者支援センターの取組についてご紹介します。

復興公営住宅の集会所で住民と交流する八木橋さん　

「ふれあいだより」は、復興公営住宅ごとに対応
する内容に変えて全戸配布しています。

　
い
わ
き
市
に
は
県
内
最
多
の
16
の
復
興

公
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、い

わ
き
市
社
協
と
避
難
元
社
協
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
一
堂
に
集
い
、連
携
・
協
働

に
よ
り
地
域
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

指
し
、令
和
５
年
４
月
、「
社
協
連
携
避
難

者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
」（
以
下「
連
携

セ
ン
タ
ー
い
わ
き
」）を
開
設
し
ま
し
た
。

い
わ
き
市
内
で
は
避
難
者
の
皆
さ
ん
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
間
で
様
々
な
交
流（
下

記
ト
ピ
ッ
ク
参
照
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
も
こ
う
し
た
地
域

の
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
、活
動
の
幅

を
拡
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、郡
山
市
内
で
も
郡
山
市
社
協
と

避
難
元
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
、さ
ら

に
郡
山
市
社
協
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

一
堂
に
集
い
、連
携
・
協
働
に
よ
る
個
別

支
援
・
地
域
支
援
を
進
め
る
た
め
、令
和

６
年
４
月
、「
社
協
連
携
避
難
者
支
援
セ
ン

タ
ー
郡
山
」（
以
下
「
連
携
セ
ン
タ
ー
郡

山
」）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
広
域
避
難
者
支
援
」
の
モ
デ

ル
で
あ
る
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
・
郡
山

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

※
１  

生
活
支
援
相
談
員
：
戸
別
訪
問
や
見
守
り
な
ど
の
「
個
別
支

援
」を
行
う
。

※
２  

避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
避
難
者
と
地
域
の
つ

な
ぎ
役
と
し
て
、居
場
所
づ
く
り
な
ど
の「
地
域
支
援
」を
行
う
。

　
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
す
で
に
13
年
半
経
過
し
た

今
も
な
お
、多
く
の
避
難
者
の
方
々
が
避

難
地
域
（
避
難
元
）
の
市
町
村
か
ら
離
れ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
い
わ
き
市
と
郡
山
市
で
は
、多
く

の
避
難
者
の
方
々
が
復
興
公
営
住
宅
な
ど

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
避
難
生
活
が
長
期

に
及
ぶ
中
で
、高
齢
化
・
単
身
化
な
ど
避

難
者
が
抱
え
る
課
題
は
、ま
す
ま
す
複
雑

化
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、避
難
元
と
避
難
先
の
社
会

福
祉
協
議
会（
以
下「
社
協
」）で
は
生
活

支
援
相
談
員
※
１

や
避
難
者
地
域
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※
２（
以
下「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」）を
配
置
し
て
、避
難
者
の
見

守
り
支
援
な
ど
の
「
個
別
支
援
」
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
の「
地
域
支
援
」

を
充
実
強
化
し
、避
難
者
一
人
一
人
が
現

在
お
住
ま
い
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
い
わ
き
と
郡
山
に

　連
携
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　社
協
連
携
に
よ
り

　避
難
者
支
援
を
充
実

■「
自
分
事
」
と
し
て
考
え
る

　福
祉
教
育
の
取
組

　
い
わ
き
市
勿
来
酒
井
地
区
で
は
、「
酒
井

自
治
協
議
会
」と
復
興
公
営
住
宅「
勿
来
酒

井
団
地
自
治
会
」が
共
催
で
、令
和
２
年
度

か
ら「
さ
つ
ま
い
も
交
流
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
復
興
公
営
住
宅
で
生
活
す

る
避
難
者
の
皆
さ
ん
と
地
元
の
皆
さ
ん
の

交
流
を
目
的
と
し
て
お
り
、
避
難
者
の
孤

独
・
孤
立
防
止
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、５
月
に
苗
の
植
付
け
、そ
の
後

毎
月
除
草
作
業
な
ど
を
行
い
、10
月
19
日
に

「
収
穫
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

酒
井
自
治
協
議
会
と
勿
来
酒
井
団
地
の
皆

さ
ん
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
は
、復
興
公
営
住

宅
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
指
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

い
わ
き
市
勿
来
酒
井
地
区
で
の

「
さ
つ
ま
い
も
交
流
事
業
」

い
わ
き
市
勿
来
酒
井
地
区
で
の

「
さ
つ
ま
い
も
交
流
事
業
」
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特 集

Z O O M  U P

広域避難者支援モデル
『社協連携避難者支援センター』の取組

　
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
の
開
所
に
携

わ
っ
た
い
わ
き
市
社
協
の
篠
原
事
務
局
長

は「
市
内
で
複
数
の
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
支
援
し
て
い
る
状
況
を
改
善
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
実

際
に
い
わ
き
市
は
県
内
で
最
も
多
く
の
避

難
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、い
く
つ
も
の

社
協
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
復
興
公

営
住
宅
に
は
、避
難
元
市
町
村
が
異
な
る

方
た
ち
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、こ
れ
ま
で
の
各
社
協
単
独
で
進
め
る
支

援
で
は
、他
の
社
協
の
活
動
内
容
が
分
か

り
に
く
く
、情
報
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
支
援
す
る
側
の
組
織
や
関
係
者

を
横
断
的
に
つ
な
ぎ
、
情
報
を
共
有
で
き

る
枠
組
み
と
し
て
令
和
５
年
４
月
に
連
携

セ
ン
タ
ー
い
わ
き
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
現
在
、連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
の
は
、い
わ
き
市
、楢
葉
町
、

富
岡
町
、大
熊
町
、双
葉
町
、浪
江
町
の
6

社
協
7
名（
い
わ
き
市
社
協
の
み
2
名
）の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
。
い
わ
き
市

内
に
あ
る
16
の
復
興
公
営
住
宅
で
、そ
れ

ぞ
れ
が
担
当
す
る
復
興
公
営
住
宅
の
見
守

り
支
援
や
地
域
支
援
、交
流
拠
点
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
い
わ
き
市
社
協
の
高
萩
さ
ん
は「
復
興

公
営
住
宅
の
集
会
所
『
よ
ら
っ
せ
』
を
月

１
回
開
放
し
て
、住
民
の
居
場
所
・
交
流

の
き
っ
か
け
を
創
出
し
た
り
、住
民
の
声

を
拾
い
上
げ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」と
活
動
の
内
容
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
だ
よ
り
」

と
い
う
集
会
所
や
各
社
協
の
事
業
を
ま
と

め
た
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て

周
知
し
て
い
ま
す
。

　
浪
江
町
社
協
の
八
木
橋
さ
ん
は「
き
っ

か
け
が
な
い
と
み
ん
な
集
ま
り
に
く
い
の

で
、集
会
所
の
開
放
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
、

と
住
民
の
方
か
ら
好
意
的
な
声
を
い
た
だ

け
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、生
活
支
援
相
談
員
や
民
生
委
員
と
の

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
の
開
所
か
ら
約

１
年
半
が
経
ち
、篠
原
事
務
局
長
は「
全
て

の
課
題
が
す
ぐ
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、連
携
強
化
や
活
動
の
浸
透

に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
」と
一
定
の
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で「
避
難
者
の

皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
の
状
況
は
違
い
ま

す
。
よ
っ
て
、支
援
に
正
解
は
な
い
の
で
、

自
分
た
ち
で
模
索
を
続
け
る
の
が
大
切
で

す
。
今
後
は
復
興
公
営
住
宅
の
住
民
と
地

域
の
人
々
が
お
互
い
に
行
き
来
で
き
る
よ

う
に
、皆
さ
ん
が
地
域
に
溶
け
込
め
る
よ

う
な
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」と
目

標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　連
携
･
協
働

■
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
所
を

　開
放
し
て
住
民
の
交
流
の

　き
っ
か
け
に

■
地
域
と
復
興
公
営
住
宅
の
住
民
が

　行
き
来
で
き
る
関
係
を

In
terviewIn
terview

いわき市社協 事務局長

篠原 洋貴さん

いわき市社協 事務局長

篠原 洋貴さん
しのはら  ひろたかしのはら  ひろたか

避難者地域支援コーディネーター避難者地域支援コーディネーター
浪江町社協

八木橋 加奈子さん

浪江町社協

八木橋 加奈子さん
や　ぎ　はし　か　な　こや　ぎ　はし　か　な　こ

いわき市社協

高萩 佳子さん

いわき市社協

高萩 佳子さん
たかはぎ  よし  こたかはぎ  よし  こ

社
協
連
携
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
の
取
組

社
協
同
士
が
横
断
的
に
つ
な
が
り

復
興
公
営
住
宅
住
民
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
促
進

東日本大震災･原発事故から13年が経過し、避難生活が長期化する中で、避難者の抱える課題は、
高齢化、単身化など、ますます複雑化、多様化しています。

中でも復興公営住宅で暮らす方々の支援が急務となっています。
今回の特集では、令和5年度より活動を開始した社協連携避難者支援センターの取組についてご紹介します。

復興公営住宅の集会所で住民と交流する八木橋さん　

「ふれあいだより」は、復興公営住宅ごとに対応
する内容に変えて全戸配布しています。

　
い
わ
き
市
に
は
県
内
最
多
の
16
の
復
興

公
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、い

わ
き
市
社
協
と
避
難
元
社
協
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
一
堂
に
集
い
、連
携
・
協
働

に
よ
り
地
域
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

指
し
、令
和
５
年
４
月
、「
社
協
連
携
避
難

者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
」（
以
下「
連
携

セ
ン
タ
ー
い
わ
き
」）を
開
設
し
ま
し
た
。

い
わ
き
市
内
で
は
避
難
者
の
皆
さ
ん
と
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
間
で
様
々
な
交
流（
下

記
ト
ピ
ッ
ク
参
照
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
も
こ
う
し
た
地
域

の
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
、活
動
の
幅

を
拡
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、郡
山
市
内
で
も
郡
山
市
社
協
と

避
難
元
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
、さ
ら

に
郡
山
市
社
協
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

一
堂
に
集
い
、連
携
・
協
働
に
よ
る
個
別

支
援
・
地
域
支
援
を
進
め
る
た
め
、令
和

６
年
４
月
、「
社
協
連
携
避
難
者
支
援
セ
ン

タ
ー
郡
山
」（
以
下
「
連
携
セ
ン
タ
ー
郡

山
」）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
広
域
避
難
者
支
援
」
の
モ
デ

ル
で
あ
る
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
・
郡
山

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

※
１  

生
活
支
援
相
談
員
：
戸
別
訪
問
や
見
守
り
な
ど
の
「
個
別
支

援
」を
行
う
。

※
２  

避
難
者
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
避
難
者
と
地
域
の
つ

な
ぎ
役
と
し
て
、居
場
所
づ
く
り
な
ど
の「
地
域
支
援
」を
行
う
。

　
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
す
で
に
13
年
半
経
過
し
た

今
も
な
お
、多
く
の
避
難
者
の
方
々
が
避

難
地
域
（
避
難
元
）
の
市
町
村
か
ら
離
れ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
い
わ
き
市
と
郡
山
市
で
は
、多
く

の
避
難
者
の
方
々
が
復
興
公
営
住
宅
な
ど

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
避
難
生
活
が
長
期

に
及
ぶ
中
で
、高
齢
化
・
単
身
化
な
ど
避

難
者
が
抱
え
る
課
題
は
、ま
す
ま
す
複
雑

化
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、避
難
元
と
避
難
先
の
社
会

福
祉
協
議
会（
以
下「
社
協
」）で
は
生
活

支
援
相
談
員
※
１

や
避
難
者
地
域
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※
２（
以
下「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」）を
配
置
し
て
、避
難
者
の
見

守
り
支
援
な
ど
の
「
個
別
支
援
」
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
の「
地
域
支
援
」

を
充
実
強
化
し
、避
難
者
一
人
一
人
が
現

在
お
住
ま
い
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
い
わ
き
と
郡
山
に

　連
携
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　社
協
連
携
に
よ
り

　避
難
者
支
援
を
充
実

■「
自
分
事
」
と
し
て
考
え
る

　福
祉
教
育
の
取
組

　
い
わ
き
市
勿
来
酒
井
地
区
で
は
、「
酒
井

自
治
協
議
会
」と
復
興
公
営
住
宅「
勿
来
酒

井
団
地
自
治
会
」が
共
催
で
、令
和
２
年
度

か
ら「
さ
つ
ま
い
も
交
流
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
復
興
公
営
住
宅
で
生
活
す

る
避
難
者
の
皆
さ
ん
と
地
元
の
皆
さ
ん
の

交
流
を
目
的
と
し
て
お
り
、
避
難
者
の
孤

独
・
孤
立
防
止
や
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、５
月
に
苗
の
植
付
け
、そ
の
後

毎
月
除
草
作
業
な
ど
を
行
い
、10
月
19
日
に

「
収
穫
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

酒
井
自
治
協
議
会
と
勿
来
酒
井
団
地
の
皆

さ
ん
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
連
携
セ
ン
タ
ー
い
わ
き
は
、復
興
公
営
住

宅
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
指
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

い
わ
き
市
勿
来
酒
井
地
区
で
の

「
さ
つ
ま
い
も
交
流
事
業
」

い
わ
き
市
勿
来
酒
井
地
区
で
の

「
さ
つ
ま
い
も
交
流
事
業
」
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福
島
県
社
協
と
市
町
村
社
協
で
は
、復

興
公
営
住
宅
の
入
居
者
が
抱
え
る
課
題
等

を
把
握
し
、
地
域
、
団
地
ご
と
の
支
援
に

活
か
す
た
め
、
令
和
５
年
度
に
「
福
島
県

復
興
公
営
住
宅
入
居
者
実
態
調
査
」を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
入
居
者
の
「
高

齢
化
」に
加
え
、「
単
身
化
」が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、生
活

支
援
相
談
員
の
訪
問
を
拒
否
し
て
い
る
世

帯
や
、近
隣
住
民
・
友
人
・
知
人
等
と
の

交
流
が
な
い
方
も
一
定
数
存
在
し
て
お

り
、「
孤
独
・
孤
立
」の
問
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
。

　
避
難
の
長
期
化
に
伴
い
、「
高
齢
化
」「
単

身
化
」「
孤
立
・
孤
独
」な
ど
を
要
因
と
す

る
生
活
課
題
が
、複
雑
・
多
様
化
し
て
き

て
お
り
、そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

県
内
各
地
に
点
在
す
る
避
難
者
や
、避
難

元
市
町
村
が
異
な
る
住
民
が
混
在
す
る
復

興
公
営
住
宅
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
福
祉

■
社
協
連
携
に
よ
る
広
域
的
な

　避
難
者
支
援
モ
デ
ル
と
し
て

　令
和
６
年
４
月
よ
り

　「社
協
連
携
避
難
者
支
援

　セ
ン
タ
ー
郡
山
」
を
開
所

出典：福島県社会福祉協議会『令和5年度 福島県復興公営住宅入居者実態調査研究事業報告書』令和6年3月

　
復
興
公
営
住
宅
に
は
様
々
な
避
難
元

市
町
村
の
避
難
者
が
混
在
し
て
入
居
し

て
お
り
、
避
難
元
・
避
難
先
社
協
の
連

携
･
協
働
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年
４
月
、
避

難
先
の
郡
山
市
社
協
と
避
難
元
の
富
岡

町
、
双
葉
町
、
大
熊
町
の
各
社
協
が
連
携

し
て
、
連
携
セ
ン
タ
ー
郡
山
を
開
所
し
ま

し
た
。

　
４
社
協
の
職
員
が
同
じ
事
務
所
に
机

を
並
べ
、
日
頃
か
ら
情
報
共
有
を
密
に
し

て
避
難
者
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
社
協
と
避
難
元
社
協
に
よ
る
同

行
訪
問
で
は
、
避
難
者
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
速
や

か
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

In
terviewIn
terview

ろ
　
　
こ
　
　
こ

社
協
連
携
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
郡
山
の
取
組

連
携
･
協
働
支
援
で
住
民
同
士
の
絆
を

深
め
地
域
で
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

社協間連携による広域避難者支援のさらなる展開

復興公営住宅　進む「単身化・高齢化」

の
恩
田
さ
ん
。

　
復
興
公
営
住
宅
の
住
民
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
民
生
委
員
が
「
Ｒ
ｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
」

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
交
流
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
今
後
は
セ
ン
タ
ー
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
深
め
な
が
ら
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
避
難
者
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
郡
山
市
社
協
の

田
中
さ
ん
。
連
携
セ
ン
タ
ー
郡
山
が
一

丸
と
な
り
市
町
村
の
垣
根
を
超
え
て
、
相

談
か
ら
見
守
り
、
居
場
所
づ
く
り
、
避
難

先
と
の
地
域
づ
く
り
な
ど
「
丸
ご
と
支

援
」
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
支

え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
動
き
始
め
て

い
ま
す
。

　「
新
し
い
情
報
が
す
ぐ
に
入
る
の
が
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
」
と
郡
山
市
社
協
の
菊
田

さ
ん
。
以
前
だ
と
１
〜
２
か
月
に
１
回

の
情
報
共
有
で
し
た
が
、
連
携
セ
ン
タ
ー

が
開
所
し
て
か
ら
は
週
３
日
事
務
所
で

顔
を
合
わ
せ
る
の
で
す
ぐ
に
確
認
・
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
へ
の
対
応

が
格
段
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
復
興
公
営
住
宅
の
集
会
所
を
活
用
し
、

住
民
が「
居
場
所
」と
し
て
集
い
、思
い
思

い
に
ひ
と
時
を
過
ご
す「
Ｒ
ｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
」

は
、
郡
山
市
社
協
と
避
難
元
社
協
が
協
力

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
避
難
元
社
協
が
関
わ
る
こ
と
で
、住
民

の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
に
心
を
開
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」と
菊
田
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で

は
生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る
個
別
訪
問

で
得
ら
れ
る
情
報
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
サ
ロ
ン
や
買
い
物
支
援
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
市
町
村
の
垣
根

を
超
え
た
住
民
の
つ
な
が
り
が
よ
く
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
大
熊
町
社
協

　
市
内
の
復
興
公
営
住
宅
内
の
住
民
を
同

行
訪
問
し
た
際
に
は
、「
連
携
セ
ン
タ
ー
郡

山
の
訪
問
は
大
歓
迎
」
と
の
声
や
、
高
齢

者
か
ら
は「
一
人
暮
ら
し
の
不
安
が
大
き
い

の
で
、多
く
の
方
の
見
守
り
が
あ
る
と
と
て

も
安
心
で
す
」と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

■
社
協
連
携
に
よ
る
「
見
守
り
支
援
」

　〜
同
行
訪
問
〜

郡山市社協
主任生活支援員

田中 由起子さん

郡山市社協
主任生活支援員

田中 由起子さん
た  なか  ゆ　き　こた  なか  ゆ　き　こ

郡山市社協
室長

渡部 明美さん

郡山市社協
室長

渡部 明美さん
わたなべ あけ  みわたなべ あけ  み

郡山市社協
避難者地域支援
コーディネーター

菊田 唄子さん

郡山市社協
避難者地域支援
コーディネーター

菊田 唄子さん
きく　た　うた　こきく　た　うた　こ

富岡町社協
生活支援相談員

渡部 浩成さん

富岡町社協
生活支援相談員

渡部 浩成さん
わたなべ　ひろしげわたなべ　ひろしげ

大熊町社協
生活支援相談員

恩田 奈緒美さん

大熊町社協
生活支援相談員

恩田 奈緒美さん
おん  だ　 な　お　みおん  だ　 な　お　み

双葉町社協
生活支援相談員

中村 めぐみさん

双葉町社協
生活支援相談員

中村 めぐみさん
なかむらなかむら

■
住
民
へ
の
対
応
が
格
段
に

　ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

■
市
町
村
の
垣
根
を
超
え
た

　「丸
ご
と
支
援
」

■
復
興
公
営
住
宅

　入
居
者
同
士
の
つ
な
が
り

　〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

県社協　地域共生課
避難者生活支援･
相談センター

青山 矩仁
主事兼総括生活支援員

県社協　地域共生課
避難者生活支援･
相談センター

青山 矩仁
主事兼総括生活支援員

あおやま　のりひとあおやま　のりひと

サ
ー
ビ
ス
へ
の
迅
速
な
つ
な
ぎ
、「
孤
独

死
」
の
防
止
、
買
い
物
や
通
院
等
日
常
生

活
課
題
へ
の
対
応
、防
犯
・
防
災
対
策
等

に
つ
い
て
、避
難
者
が
現
在
お
住
ま
い
の

地
域
で
円
滑
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、避
難
先
社
協
と
避
難

元
社
協
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
、見
守
り

活
動
や
地
域
づ
く
り
を
連
携
・
協
働
で
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
町
村
社
協
間
の
連
携
・

協
働
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め「
社
協
連

携
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

避
難
元
市
町
村
に
か
か
わ
ら
ず
、相
談
や

見
守
り
活
動
、
居
場
所
づ
く
り
、
避
難
先

地
域
と
の
つ
な
が
り
構
築
な
ど
の「
丸
ご

と
の
支
援
活
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
取
組
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
、
県
内
の
他
地
域
で
も
、
社
協
連
携
避

難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

同行訪問することで、住民との会話の幅が
広がりました。

仲間が増えて、よりにぎやかになった
「Rococo」

図1 世帯構成（回答数=4,767） 図2 単身の場合の性別
（回答数=2,043）
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福
島
県
社
協
と
市
町
村
社
協
で
は
、復

興
公
営
住
宅
の
入
居
者
が
抱
え
る
課
題
等

を
把
握
し
、
地
域
、
団
地
ご
と
の
支
援
に

活
か
す
た
め
、
令
和
５
年
度
に
「
福
島
県

復
興
公
営
住
宅
入
居
者
実
態
調
査
」を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
入
居
者
の
「
高

齢
化
」に
加
え
、「
単
身
化
」が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、生
活

支
援
相
談
員
の
訪
問
を
拒
否
し
て
い
る
世

帯
や
、近
隣
住
民
・
友
人
・
知
人
等
と
の

交
流
が
な
い
方
も
一
定
数
存
在
し
て
お

り
、「
孤
独
・
孤
立
」の
問
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
。

　
避
難
の
長
期
化
に
伴
い
、「
高
齢
化
」「
単

身
化
」「
孤
立
・
孤
独
」な
ど
を
要
因
と
す

る
生
活
課
題
が
、複
雑
・
多
様
化
し
て
き

て
お
り
、そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

県
内
各
地
に
点
在
す
る
避
難
者
や
、避
難

元
市
町
村
が
異
な
る
住
民
が
混
在
す
る
復

興
公
営
住
宅
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
福
祉

■
社
協
連
携
に
よ
る
広
域
的
な

　避
難
者
支
援
モ
デ
ル
と
し
て

　令
和
６
年
４
月
よ
り

　「社
協
連
携
避
難
者
支
援

　セ
ン
タ
ー
郡
山
」
を
開
所

出典：福島県社会福祉協議会『令和5年度 福島県復興公営住宅入居者実態調査研究事業報告書』令和6年3月

　
復
興
公
営
住
宅
に
は
様
々
な
避
難
元

市
町
村
の
避
難
者
が
混
在
し
て
入
居
し

て
お
り
、
避
難
元
・
避
難
先
社
協
の
連

携
･
協
働
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年
４
月
、
避

難
先
の
郡
山
市
社
協
と
避
難
元
の
富
岡

町
、
双
葉
町
、
大
熊
町
の
各
社
協
が
連
携

し
て
、
連
携
セ
ン
タ
ー
郡
山
を
開
所
し
ま

し
た
。

　
４
社
協
の
職
員
が
同
じ
事
務
所
に
机

を
並
べ
、
日
頃
か
ら
情
報
共
有
を
密
に
し

て
避
難
者
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
社
協
と
避
難
元
社
協
に
よ
る
同

行
訪
問
で
は
、
避
難
者
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
速
や

か
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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に
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に
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内
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め
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が
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市
内

に
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ま
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の
皆
さ
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が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
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よ
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活
動
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と
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郡
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■
住
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応
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に
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■
市
町
村
の
垣
根
を
超
え
た

　「丸
ご
と
支
援
」

■
復
興
公
営
住
宅

　入
居
者
同
士
の
つ
な
が
り

　〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

県社協　地域共生課
避難者生活支援･
相談センター

青山 矩仁
主事兼総括生活支援員

県社協　地域共生課
避難者生活支援･
相談センター

青山 矩仁
主事兼総括生活支援員

あおやま　のりひとあおやま　のりひと

サ
ー
ビ
ス
へ
の
迅
速
な
つ
な
ぎ
、「
孤
独

死
」
の
防
止
、
買
い
物
や
通
院
等
日
常
生

活
課
題
へ
の
対
応
、防
犯
・
防
災
対
策
等

に
つ
い
て
、避
難
者
が
現
在
お
住
ま
い
の

地
域
で
円
滑
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、避
難
先
社
協
と
避
難

元
社
協
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
、見
守
り

活
動
や
地
域
づ
く
り
を
連
携
・
協
働
で
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
町
村
社
協
間
の
連
携
・

協
働
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め「
社
協
連

携
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

避
難
元
市
町
村
に
か
か
わ
ら
ず
、相
談
や

見
守
り
活
動
、
居
場
所
づ
く
り
、
避
難
先

地
域
と
の
つ
な
が
り
構
築
な
ど
の「
丸
ご

と
の
支
援
活
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
取
組
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
、
県
内
の
他
地
域
で
も
、
社
協
連
携
避

難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

同行訪問することで、住民との会話の幅が
広がりました。

仲間が増えて、よりにぎやかになった
「Rococo」

図1 世帯構成（回答数=4,767） 図2 単身の場合の性別
（回答数=2,043）

連携センター郡山

県社協避難者生活
支援･相談センター

富岡町社協
(郡山支所)

郡山市社協 大熊町社協
(中通り連絡所)

双葉町社協
(郡山事務所)

●浪江町社協
●葛尾町社協

避難元
連携社協
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42.942.9

不明

1.51.5
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特別
措置

9.39.3

図3 単身の場合の年齢（回答数=2,043）
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100代
以上

0.10.1
無回答

0.70.7
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44.1％

無回答3.2％

女性
52.7％

70歳以上：52％
60歳以上：72.3％

図

「社協連携避難者支援
センター郡山」体制図
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　会
津
美
里
町
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
み
さ
と（
以

下「M
ISATO

 BA
SE

」）で
は
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
※
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
中
心
に
、
地
域
の
方
々
と
助
け

合
っ
て
楽
し
く
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「MISATO
 BA
SE

は
、
地
域
住
民
の

誰
も
が
集
え
る
居
心
地
の
良
い
場
所
を
目

指
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
管
理
者
の
山

本
恵
美
さ
ん
。
利
用
者
が
施
設
に
入
所
し

て
も
昔
か
ら
の
付
き
合
い
が
絶
た
れ
な
い
よ

う
、
普
段
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。「
顔
な
じ
み
だ
と
困
っ

た
時
に
助
け
て
も
ら
え
ま
す
し
、
何
か
あ
っ

て
も
、
早
期
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
」と
山

本
さ
ん
。
施
設
で
は
、
婦
人
会
の
活
動
や

地
域
の
お
祭
り
の
会
議
な
ど
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
近
所
の
小
学
生
が
宿
題
を
し
に
来

る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。

　

M
ISATO

 BASE

で
は
、
利
用
者
の
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
を
支
援
す
る『
自
立

支
援
』を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
出
か
け
た
い
」と
い
う
思
い
を
持
つ
利
用

者
が
い
れ
ば
、「
一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
か
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
で
き
る

だ
け
思
い
を
叶
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
る

た
め
、
職
員
に
声
を
か
け
ず
に
出
て
い
く

方
は
い
な
い
そ
う
で
す
。

　2
0
2
4
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
2

周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
は
地
域
住
民
が
集
ま
り
、

利
用
者
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。「
利
用
者
様
か
ら

駄
菓
子
屋
を
や
り
た
い
と
提
案
が
あ
り
、

商
品
の
調
達
か
ら
チ
ラ
シ
や
看
板
づ
く
り

ま
で
利
用
者
様
と
一
緒
に
行
い
、『
ば
あ

ち
ゃ
ん
店
』を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
住
民
に
よ
る
手
作
り
製
品
の
販
売
や

楽
器
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
1
0
0
人
ほ

ど
が
集
ま
り
大
盛
況
で
し
た
。
私
た
ち
の

施
設
は
利
用
者
様
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
住
民
み
ん
な
の
笑
顔
が
つ
な
が
る
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
」と
山
本
さ
ん
。

　そ
ん
なM

ISATO
 BA
SE

の
立
ち
上

げ
や
サ
ポ
ー
ト
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

の
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
株
式
会
社

「
あ
お
い
け
あ
」の
代
表
で
あ
る
加
藤
忠
相

さ
ん
で
す
。
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら
高

齢
者
の
自
立
支
援
や
認
知
症
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
は「
施
設
の

都
合
で
は
な
く
、
利
用
者
様
主
体
で
考
え

る
視
点
が
大
事
で
す
。
例
え
ば
、
畑
が

あ
る
か
ら
作
業
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

ご
本
人
が
農
家
だ
っ
た
か
ら
畑
を
お
任
せ

す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
利
用
者
様
の
生

活
歴
や
好
き
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域

の
中
で
役
割
を
担
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
る
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
介
護
の
カ
タ
チ
が
会
津
美
里
町
に
あ
り

ま
し
た
。

子どもから高齢者まで、
みんなが集まる拠点基地

～施設に入所してもご近所付き合いを大事にできる場所づくり～

ベース

社会福祉法人 心愛会

取材当日活動していた婦人会「あねさまクラブ」。
1か月に2回開催。たわいないお話をしたりお茶
を飲んだりするのが楽しみと話す方も。

犬の散歩をする人や子どもの通学路
などの地域状況を調査した上で
MISATO BASEの場所を決めたそう。
「施設は作って終わりではありません。
地域の人に『認知症の方と普通の人って
あまり変わらないな』と思ってもらえる
ことが大事です」と加藤さん。

2周年パーティーの
様子。年齢や性別に
関係なく集まったみ
んなの笑顔の輪が広
がったイベントとな
りました。

料理好きな利用者は包
丁の使い方などを覚え
ていて、職員と一緒に
料理を作ることも。一
緒に料理を作る職員の
名前はしっかり覚えて
います。

敷地には塀などがなく、誰もが
訪れやすい開放的なスペースに
なっています。

居
心
地
の
良
い
場
所
を
つ
く
り
、

利
用
者
の「
や
り
た
い
」を
支
援
す
る

利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
み
ん
な
の
笑
顔
の
拠
点
に

ふみらくふみらく
未来へつなごう

“ふくしま”から 

取材協力
ハーモニーみさと（MISATO BASE）
大沼郡会津美里町字北川原甲2370-1

ミ
サ
ト

　 

ベ
ー
ス

山本恵美さんは MISATO BASEの立
ち上げメンバーの1人。心愛会の合
言葉である「やってみんべ」精神で利
用者目線のより良いケアを目指します。

やまもとめぐ み

※小規模多機能型居宅介護：利用者の選択に応じて、施設への「通い」を中心に短期「宿泊」や自宅への
「訪問」を組み合わせ、地域住民との交流の下、日常生活上の支援や機能訓練を行うもの。

か
と
う
た
だ
す
け

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　「つながりささえあうみんなの地域づくり」をス
ローガンに掲げ、今年度も共同募金運動の一環
として12月1日から12月31日までの1ヶ月間、
歳末たすけあい運動を実施しています。ボラン
ティアや民生委員・児童委員、社会福祉施設、
社会福祉協議会などの関係機関・団体の協力を
得て、新しい年を迎える時期に誰もが孤立するこ
となく、安心して地域で暮らすことができるよう、
多様な福祉活動が展開されます。皆さまからお
寄せいただいた寄付金は、例えば一人暮らし高
齢者の方へのおせち料理の配食等を通じた見守
り、子ども食堂の運営、障
がい者施設のクリスマス会
などに役立てられます。皆
さまのご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。

令和6年度歳末たすけあい運動が
12月1日から始まりました!

令和５年度に行われた活動の一例

市内に避難されている方の交流のきっかけに
「地域交流クリスマス会」

（白河市社会福祉協議会）

　東日本大震災により白河市での避難生活をさ
れている方々を対象に交流する機会を提供し親
睦を深めてもらうため実施しています。避難生活
をされている方々の中には、白河市に居住してい
ても顔を合わせる機会のない方々もいらっしゃい
ます。このクリスマス会が参加されている方々の
交流の場の一つとなり旧交を温めながら楽しい
時間を過ごしていただくことができました。参加
した方々からは、「久しぶりに話ができた」「一緒
にゲームが出来て楽しかった」「話がはずんだ」
「素敵な歌や演奏が聞けた」などの声も聞こえて
きました。本当楽しい時間を作ることができまし
た。本当にありがとうございました。以前は参
加しなかった方も少しずつ参加してくれるように
なってきています
が、今後はもっと
若い方が参加して
くれるような場を
つくることも課題
となってきます。
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MISATO BASEの場所を決めたそう。
「施設は作って終わりではありません。
地域の人に『認知症の方と普通の人って
あまり変わらないな』と思ってもらえる
ことが大事です」と加藤さん。

2周年パーティーの
様子。年齢や性別に
関係なく集まったみ
んなの笑顔の輪が広
がったイベントとな
りました。

料理好きな利用者は包
丁の使い方などを覚え
ていて、職員と一緒に
料理を作ることも。一
緒に料理を作る職員の
名前はしっかり覚えて
います。

敷地には塀などがなく、誰もが
訪れやすい開放的なスペースに
なっています。

居
心
地
の
良
い
場
所
を
つ
く
り
、

利
用
者
の「
や
り
た
い
」を
支
援
す
る

利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

住
民
み
ん
な
の
笑
顔
の
拠
点
に

ふみらくふみらく
未来へつなごう

“ふくしま”から 

取材協力
ハーモニーみさと（MISATO BASE）
大沼郡会津美里町字北川原甲2370-1

ミ
サ
ト

　 

ベ
ー
ス

山本恵美さんは MISATO BASEの立
ち上げメンバーの1人。心愛会の合
言葉である「やってみんべ」精神で利
用者目線のより良いケアを目指します。

やまもとめぐ み

※小規模多機能型居宅介護：利用者の選択に応じて、施設への「通い」を中心に短期「宿泊」や自宅への
「訪問」を組み合わせ、地域住民との交流の下、日常生活上の支援や機能訓練を行うもの。

か
と
う
た
だ
す
け

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
電話 024-522-0822　FAX 024-528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/  

社会福祉法人 福島県共同募金会

　「つながりささえあうみんなの地域づくり」をス
ローガンに掲げ、今年度も共同募金運動の一環
として12月1日から12月31日までの1ヶ月間、
歳末たすけあい運動を実施しています。ボラン
ティアや民生委員・児童委員、社会福祉施設、
社会福祉協議会などの関係機関・団体の協力を
得て、新しい年を迎える時期に誰もが孤立するこ
となく、安心して地域で暮らすことができるよう、
多様な福祉活動が展開されます。皆さまからお
寄せいただいた寄付金は、例えば一人暮らし高
齢者の方へのおせち料理の配食等を通じた見守
り、子ども食堂の運営、障
がい者施設のクリスマス会
などに役立てられます。皆
さまのご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。

令和6年度歳末たすけあい運動が
12月1日から始まりました!

令和５年度に行われた活動の一例

市内に避難されている方の交流のきっかけに
「地域交流クリスマス会」

（白河市社会福祉協議会）

　東日本大震災により白河市での避難生活をさ
れている方々を対象に交流する機会を提供し親
睦を深めてもらうため実施しています。避難生活
をされている方々の中には、白河市に居住してい
ても顔を合わせる機会のない方々もいらっしゃい
ます。このクリスマス会が参加されている方々の
交流の場の一つとなり旧交を温めながら楽しい
時間を過ごしていただくことができました。参加
した方々からは、「久しぶりに話ができた」「一緒
にゲームが出来て楽しかった」「話がはずんだ」
「素敵な歌や演奏が聞けた」などの声も聞こえて
きました。本当楽しい時間を作ることができまし
た。本当にありがとうございました。以前は参
加しなかった方も少しずつ参加してくれるように
なってきています
が、今後はもっと
若い方が参加して
くれるような場を
つくることも課題
となってきます。
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ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。 

令和７年１月15日（水）

〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切

宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に
使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部
は、「読者のおたより」に掲載させていただく
場合もございます。

多数のご応募ありがとう
ございました

「メンタルケア」11月号の
正解

今月のプレゼント
あとりえ北山
（いわき市）

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

豆乳入り焼きどーなつと
焼菓子のセット

全部できたら二重ワクの文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

クロスワード にチャレンジ！

メールでのご応募はこちら！

正解者の中から
抽選で3名に
プレゼントが当たる!

❷
❸
❹
❻
❽
10

くまのプーさんの大好物
サバ缶は味噌煮かコレか
「流行」「傾向」を英語で言うと
非常に大きいこと。○○生物。○○地震
ご飯をよそうのに使います
赤・白・青の縞模様が回るサインポールが目印

❶
❸
❺
❻
❼
❾
11
12
13
14

▼ タテのカギ

▶ ヨコのカギ

⇔父
ガムや歯磨き粉に。漢字で書くと「女無天」
写真撮影の掛け声にも使われる乳製品
卵の中の白身の中にあります
数の子はこの魚の卵
帆を使って水面を進む乗り物
旅先で泊まるところ
⇔大人
⇔患者
⇔派手

EE

GG

AA

CC

DD

FF

BB

11

22

33

55

66 99

77

1010 1212

88 1111

1313

44

1414

AA BB CC DD EEAA BB CC DD EE EEFF EEGG

なかなか触れることのない話題の里親制
度。中でも４つも種類があり、親族でも
里親に当たることを初めて知りました。最
近ドラマでも見ていたのでイメージがつき
やすく、勉強になりました。
（34才　会社員）

毎号楽しみにしています。しかも先日
プレゼントが当たり、どーなつと焼き
菓子のセットが届きました。ありがと
うございます。友人にもお裾分けして
美味しくいただきました。
（56才　地方公務員）

 10月号に寄せられた 読者のおたよりから 編 集 後 記 『オットーと呼ばれた男』でトム・ハンクス演
じるオットーは、ご機嫌斜めで嫌われ者？
の高齢者。ですが、ある日向かいに越して
きたマリソル家族との触れ合いが、やがて
オットーの人生までも変えてしまうお話です。
マリソルの“ほどよいおせっかい”は、大切
なものを思い出させてくれました。人との
触れ合いが希薄になっている現代、地域の
人と“ほどよい”関係性を築きたいですね。

地域共生課

河嶋 耕
かわしま  こう

県社協からのお知らせ県社協からのお知らせ 生活福祉資金貸付制度  ～教育支援資金のご案内～

お問い合わせ先
福島県社会福祉協議会　自立支援課 生活支援室　電話  024-523-1250
URL https://www.fukushimakenshakyo.or.jp/pages/195/

　「生活福祉資金貸付制度」は、所得の少ない世帯等に対して、資金の貸付と必要な相談支援を行うことによ
り、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的とするものです。「教育支援資金」は、生活福祉資
金貸付制度の中の一つで、高等学校や大学等への進学や就学のために必要な経費を貸付するものです。

資金種類

教育支援費

就学支度費

対象経費

修学に必要な経費
授業料、通学定期代、
賃貸アパート家賃等

入学に際し必要な経費
入学金、制服代、教科書購入費等

貸付限度額
①高等学校
　月額35,000円以内
②高等専門学校
　月額60,000円以内
③短期大学
　月額60,000円以内
④大学
　月額65,000円以内

500,000円以内

償還期間

据置期間
経過後
20年以内

据置期間

卒業後
６か月以内

貸付対象世帯 低所得世帯：世帯収入が生活扶助基準額の1.7倍以下（家族構成により基準額は異なります）

ご相談・申込先 各市町村の社会福祉協議会

学校教育法に規定する高等学校、高等専門学校、大学、専修学校への入学時に必要な入学金・制服
等の経費や、授業料・通学定期代等の修学経費を無利子で貸付けします。

教育支援資金
貸付内容
【資金の種類】
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